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「糸竜」の母方系統「ひさとみ系」の血を継ぐ肉質・肉量に優れた種雄牛

「桜久富（さくらひさとみ）」誕生！

｢桜久富｣のプロフィール

平成21年8月25日生

産地：九重町

登録番号：黒原５４１７

登録点数：８２．４

血統：寿恵福－平茂勝－第5隼福

畜産研究部では、子牛市場や枝肉市場における市場性の向上

と肉用牛生産者の経営の安定を図るために、オレイン酸等の肉

のおいしさに関する研究や繁殖雌牛の産肉能力評価、DNA技術等

【研究のポイント】の新技術に関する試験研究を通じて系統（糸桜系・気高系・但

馬系）の異なる種雄牛を造成し、その凍結精液を県内の繁殖農

家に供給しています。

この度、寿恵福の後継種雄牛であり、また、本県の名牛「糸

竜」を輩出した玖珠郡の雌牛系統「ひさとみ系」の「ひさとみ

３５７」を母に持つ「桜久富」の現場後代検定が終了しました。

「桜久富」は、平成 29 年に宮城県で開催される第 11 回全国和
牛能力共進会の第 4 区（系統雌牛群）の出品候補牛作出を視野
に造成された種雄牛であり、現場後代検定成績も良好で、特に

枝肉重量、ロース芯面積に優れ、今後の｢おおいた豊後牛｣の生

産拡大に寄与することが期待されます。県内で多く飼養されて

いる気高系や但馬系の繁殖雌牛への交配を推奨しています。

｢桜久富｣産子の現場後代検定成績

検定期間 平成２５年９月２０日～平成２７年５月１１日

検定頭数 去勢１１頭・雌５頭 計１６頭

調査形質 去勢 雌 平均 県平均

・枝肉重量(kg) 486.4 448.5 474.6 446.6
・ロース芯面積（c㎡） 62.1 59.6 61.3 53.7

【研究の成果】 ・バラ厚（cm) 7.8 7.7 7.8 7.4

・皮下脂肪厚(cm) 2.8 3.4 3.0 3.1

・脂肪交雑（BMS No) 6.5 5.2 6.1 5.2

枝肉価格による肥育生産者の販売額増加（目安）
県平均 2,279円×446.6㎏＝1,017,801円／頭

｢桜久富｣産子 2,279円×474.6㎏＝1,081,613円／頭

差額63,812円が１頭当たりの販売増加額

*注：(株)東京食肉市場、(株)大阪市食肉市場の A-4等級の去勢平均価格



九重町肉用牛育種改良組合 「桜久富」の母「ひさとみ３５７」は、

組合長 森 清信氏 名牛「糸竜」を輩出した玖珠郡を代表す

る雌系統「ひさとみ系」の雌牛で、産肉

【生産者の声】 能力も高いことから、全国的に評価の高

い寿恵福との配合により生産された「桜

久富」には高い期待を寄せていました。

一方で、平成 29 年に宮城県で開催さ
れる第 11 回全国和牛能力共進会の第 4
区の出品対策に郡を挙げて取り組む中

で、今般の「桜久富」の現場後代検定成

績は大きな励みとなり、「ひさとみ系」

雌牛の母集団の拡大に大きく寄与するも

のと確信しています。

気高系、但馬系の雌牛に交配しやすい

ことから、玖珠郡のみならず県内で広く

活用されることを期待します。

■枝肉切開面写真

歩留等級：A
脂肪交雑：５等級

ＢＭＳ№：１１

ロ－ス芯面積：７４c㎡

【参 考】

■｢桜久富｣を利用した交配方法

母 牛 祖母牛

気高系統 － 但馬系統

桜久富 ×

但馬系統 － 気高系統

■現場後代検定とは

現場後代検定は１頭の種雄牛候補につきその産子 15頭以上を肥育し、
その枝肉成績(枝肉重量、ロース芯面積、脂肪交雑など)をもとに父親であ

る種雄牛候補の遺伝的な能力を判定する検定法です。

■｢桜久富｣の血統

糸福(大分) 第７糸桜
父 寿恵福 第６ふくしげ

さだすえ７ 福鶴５７
さだすえ６

平茂勝 第２０平茂
母 ひさとみ 357 ふくみ

ひさとみ 352 第５隼福
ひさとみ 351

担当：農林水産研究指導センター畜産研究部 種雄牛チーム
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